
　いよいよ夏本番を迎えます。この季節は、行楽などで自動車を運転する機
会が増えるほか、暑さや疲れから注意力が散漫になりがちです。ライフスタ
イルの変化に伴い、通勤・通学や配達を目的とする自転車利用者が増えて
いるほか、屋外で遊ぶ子どもたちや夕涼みなどで外出する高齢者も増える
ため、交通事故の発生が心配されます。
　また、夏特有の解放感から飲酒の機会も増え、飲酒運転による交通事故
の発生も懸念されます。
　そこで、愛知県では、県民総ぐるみの「夏の交通安全県民運動」が実施さ
れます。この機会に交通安全に対する意識を高め、交通事故防止に努めてく
ださい。

　後部座席でシートベルトを着用せずに交通事故に遭ってしまうと、次のような危険があります。後部座席も必ずシート
ベルトを着用しましょう。

　衝突の勢いが激しい場合、後部座席から車外に放
出される可能性があります。車外に放出されると、
道路にたたきつけられたり、後続車にひかれたり、最
悪の場合は命を落としてしまう恐れがあります。

▽　子どもと高齢者を始めとする
歩行者の安全の確保
▽　歩行者等の保護を始めとする
安全運転意識の向上
▽　自転車の安全利用の推進

「後部座席は安全」と思い込んでいませんか？

　横断歩道に近づく場合、車両（自転車を含む）は横断しようとする歩行者がいないことが明らかな
場合を除き、横断歩道の直前で停止できるような速度で進行しなければいけません。
　横断歩道を横断しようとする方がいる場合は、横断歩道の直前で一時停止をしてください。（道路
交通法第38条）
■問い合わせ先　防災交通課交通係　(48)1111(内1210)

歩行者優先はマナーでなくルールです

車外放出の危険車外放出の危険 同乗者に致命傷同乗者に致命傷

運動重点運動重点
～　気をつけよう　少しの油断で　加害者に　～

夏の交通安全県民運動
7月11日（日）～7月20日（火）

　身体が凶器となっ
て、同乗者の命を奪
うことがあります。

　交通弱者である高齢者や子どもなどの歩行者を守り、交通事故を減らすためには、
ドライバーが「歩行者優先」を心掛けた運転をすることが大切です。
　「歩行者優先」は道路交通法で定められたルールです。特に本
町では、近年小中学生が増加しており、交通事故から歩行者を守
ることは大変重要になっています。
　そこで、本町は7月10日に開催予定の「社会を明るくする運
動・安全安心町民・青少年健全育成推進大会」で、「歩行者優先の
まち」を宣言いたします。

阿久比町は「歩行者優先のまち」を宣言します
7月10日

■問い合わせ先　防災交通課交通係　(48)1111(内1210)
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ＳＤＧｓ17の目標
2.飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障・栄養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する


